
日本の大手メーカーが持続的な成長を実現するためには、成長を続ける新興国を中心とするグローバルな事業戦略を描くこと

 

が求められています。
そうしたなか、研究開発部門に目を向けると、コーポレート研究開発部門は経営における存在意義を問われつつあるようです。

では、今、コーポレート研究開発部門は何をすべきでしょうか？
「グローバル」な「事業戦略」は経営企画部門や事業開発部門の仕事であると、研究開発の考え方・やり方を従来から変えようと

 

しない事例も散見されますが、目先の計画の達成に追われている部門に依存したり、また、自らも稼ぐことが必要だからと言って

 

現業との技術の連続性まで断ち切ったりしていては、その存在意義がますます薄くなる一方だと言えましょう。

コーポレート研究開発部門に求められるのは、次世代の事業の柱となる研究開発テーマの主体的な創造です。
本セミナーでは、昨今の研究開発を取り巻く環境変化と日本総研のこれまでのコンサルティング事例から、日本の大手メーカー

 

がどのように創造を進めればよいのか、を解説させていただきたいと思います。

日 時 2010年８月２０日（金）１３:３0～1６:４0

会 場 ㈱日本総合研究所

 

10１会議室

対 象 大手メーカーの経営層、新規事業開発部門の責任者、研究開発部門の責任者

定 員 先着８０名迄

受講料 お一人様3,150円（消費税込）

開催趣旨

コーポレート研究開発部門の、次世代の事業の柱となる研究開発テーマの創造コーポレート研究開発部門の、次世代の事業の柱となる研究開発テーマの創造

プログラム

 

事前の通知なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください

13:３0-13:５０

 

次世代の事業の柱となりうる研究開発テーマの創造の全体像13:３0-13:５０

 

次世代の事業の柱となりうる研究開発テーマの創造の全体像

14:３0-1５:１０

 

自社のコア技術の抽出方法14:３0-1５:１０

 

自社のコア技術の抽出方法

15:２0-1６:０0

 

技術コンセプトの策定方法15:２0-1６:０0

 

技術コンセプトの策定方法
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ディレクタ

 

時吉康範
大手メーカーでは、自社技術の棚卸を図り、また、10年後の社会・産業の絵姿を読み解くことによって、新規事業

 

開発テーマや研究開発テーマを創造する試みがなされているが、テーマ創造にはつながっていない。その原因と対策

 

の全体像を述べる。

シニアマネージャー

 

南雲俊一郎
自社技術の棚卸の方法が、目的に沿って異なっていることを解説した上で、テーマ創造に活用しうるコア技術の抽出

 

に論点を絞り、その抽出方法を、具体的事例に基づいて解説する。

ディレクタ

 

時吉康範
事業の柱となる研究開発テーマを創造するには、テーマの背骨になる技術コンセプトを策定する必要がある。技術コ

 

ンセプトの必要性や有用性を解説した上で、その策定方法を、具体的事例に基づいて解説する。

1６:０0-16:４0

 

研究開発テーマの策定方法1６:０0-16:４0

 

研究開発テーマの策定方法

13:５０-14:３0

 

5年後、10年後の社会・産業の読み方13:５０-14:３0

 

5年後、10年後の社会・産業の読み方

コンサルタント

 

園田展人
将来の社会・産業の絵姿を読むにあたっては、グローバルな視点が不可欠になる。テーマの創造につなげるために、

 

5年後、10年後の社会・産業の絵姿を読み解くポイントを、具体的事例に基づいて解説する。

コンサルタント

 

吉田浩之
策定する研究開発テーマは、グローバルな競争優位の獲得という目的に照らし合わせて、具体的な競争戦略の一部

 

を担っている必要がある。技術的な競争戦略のオプションを述べた上で、今回は、標準化戦略を具体的事例として取

 

り上げ解説する。

1６:４５～

 

個別相談会1６:４５～

 

個別相談会

【日本総研

 

グローバル研究開発セミナー】

ディレクタまたはシニアマネージャーが御社のご相談に個別に応じます。ご希望される方は、お申し込み用紙に

 

チェックを入れていただくか、あるいは、休憩時に係までお知らせください。個別相談会は先着順とさせていただき

 

ますので、ご予約の状況に応じて長時間お待ち頂くことがありますのでご了承ください



申込要領

①弊社ホームページの所定フォームからお申込いただくか、受講申込書をFAXにてお送りください。後日、受講者様宛に受

 

講票および請求書を郵送致します。尚、１週間経過しても請求書がお手元に届かない場合は、下記申込照会担当までご連絡

 

下さいますよう宜しくお願い致します。

②受講料金は必ずセミナー開催当日までにお振込いただきますようお願い申し上げます（振込手数料は貴社負担にてお願い

 

致します）。当日現金によるお支払いはお受けできません。原則として、領収書の発行は致しかねますのでご了承ください。

③お申込後の取消し・受講料の払い戻しはお受けできません。お申込者のご都合がつかない場合は、代理の方のご出席をお

 

願い致します。

④セミナー当日は受講証をご持参のうえ、受付にてご提示下さい。

⑤セミナー会場においては、ビデオ・カセット・ICレコーダー・MD等による撮影や録音は固くお断りします。

一名様につき
３,１50円

(本体価格３,000円）

受講料(含資料代・消費税)
㈱日本総合研究所

 

総合研究部門

TEL

 

03-3288-4267
内容照会：桑畑卓弥
申込照会：浅川真理

申込照会先

三井住友銀行

 

青山支店
普通預金

 

No.557391
株式会社

 

日本総合研究所
ｶ)ﾆﾎﾝｿｳｺﾞｳｹﾝｷｭｳｼｮ

受講料お振込先
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